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『相
愛
国
文
』
第
六
号
を
お
届
け
す
る
。
本
号
に
は
専
任
教
員
四
名

に
よ
る
論
考
・
翻
刻
等
、
日
頃
の
研
究
成
果
を
収
載
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
本
誌
掲
載
論
考
に
対
す
る
忌
偉
な
き
批
評
の
寄
せ
ら
れ
ん
こ
と
を

切
に希
望
し
た
い
。

　
↓
年
を
振
り
返
り
み
る
に
、
様
々
な
「
変
動
」
が
あ
っ
た
よ
う
に
思

う
。
昨
年
度
末
の
こ
と
に
な
る
が
、
非
常
勤
講
師
と
し
て
ご
来
校
願
っ

て

いた
福
本
良
二
先
生
が
急
逝
さ
れ
た
。
御
著
「
芭
蕉
・
嵐
雪
・
蕪
村

論考
」
の
、
上
梓
を
確
か
め
ら
れ
た
直
後
で
あ
っ
た
と
聞
く
。
本
学
に

三十
年
以
上
も
ご
出
講
く
だ
さ
っ
た
先
生
の
、
ご
冥
福
を
念
じ
あ
げ
た

い
。　ま

た
、
国
文
学
科
で
は
近
世
文
学
担
当
の
土
井
順
一
助
教
授
が
龍
谷

大学
へ
転
出
、
坂
本
恵
子
助
手
が
依
願
退
職
さ
れ
、
か
わ
り
に
山
本
和

明
、
辻
井
陽
子
が
そ
れ
ぞ
れ
着
任
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
入
試
制度
の
改
革
の
み
な
ら
ず
、
今
、
多
く
の
大
学
・
短
大
の
抱
え

て
い
る
問
題
等
を
も
含
め
、
い
ろ
ん
な
意
味
で
の
「
変
革
」
を
越
え
た

一
年
であ
っ
た
。
そ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
更
な
る
研
讃
を
つ
む
こ
と

に
よ
っ
て
、
『
相
愛
国
文
』
の
い
っ
そ
う
の
充
実
を
期
す
こ
と
に
し
た
い
。
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